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岩
手
シ
ス
テ
ム
を
高
く
評
価

他
県
等
の
支
援
・
復
興
の
ヒ
ン
ト
に

義
援
金
受
付
中

日
本
病
院
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
義
援
蚕
を
6
月

日
日
ま
で
次
の
口
座
で
受
付
げ

て
い
ま
す
。

マ
=
一
葱
東
京
U
F
J銀
行

日
本
病
院
会
と
し
て
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
を
本
格
化
す
る
た
め
、
堺
常
雄
会
長
は

4
月

mmsm臼
に
か
け
て
岩
手
県
を
訪
れ
、
会
民
病
院
を
始
め
と
し
た
医
療
関
係
者
を
見
舞
う

と
と
も
に
沿
岸
部
の
被
災
状
況
を
視
察
し
た
。
佐
々
木
崇
理
事
(
岩
手
県
立
中
央
病
院
院
長
)

を
始
め
、
岩
=
+
県
庁
の
小
田
島
智
弥

・
保
健
福
祉
部
長
、
遠
藤
遥
雄

・
医
療
局
長
、
さ
ら
に
小

川
彰

・
岩
手
医
科
大
学
学
長
ら
に
、
震
災
時
の
対
応
や
被
災
患
者
の
受
入
れ
な
ど
の
医
療
活
動

の
実
態
、
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
へ
の
見
通
し
な
ど
を
聞
い
た
。
ま
た
堺
会
長
は
、
湾
波
で

壇
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
同
県
沿
岸
部
の
釜
石
市
や
陸
前
高
田
市
な
ど
に
足
を
の
ば
し
、
甚
大

な
被
害
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
「
町
の
復
興
と
並

{puて
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
考

え
る
」
と
す
る
県
側
に
、
会
長
は
非
常
時
に
一
定
の
機
能
を
発
柵
押
し
た
岡
県
の
医
療
提
供
シ
ス

テ
ム
を
一
一
品
く
評
価
し
、
「
岩
手
方
式
に
よ
る
医
療
再
生
モ
デ
ル
を
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
、
そ

の
た
め
の
支
援
を
行
う
考
え
を
伝
え
た
。

(
2
3
3面
に
関
連
記
事
)

4階にまで届く津波により全壊した県立高田病院

堺
会
長
が
視
察
候
補
地
の
中

で
真
先
に
岩
手
県
を
選
ん
だ
理

由
の

一
つ
は
、
優
れ
た
機
能
を

有
す
る
岡
県
の
医
療
提
供
体
制

が
震
災
時
に
ど
う
対
応
し
た
か

を
知
る
必
要
が
あ
る
た
め
だ
。

堺会長〈左手前〉は岩手県庁を訪れ、県庁幹
部(左から小田島保健福祉部長、根子副部
長、野原医療推進銀総括線長)を見舞う

岩
手
県
で
は
、
幻
の
県
立
病
院

群
と
岩
手
医
科
大
、
地
元
医
師

会
が
緊
密
に
連
携
し
、
過
疎
地

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
基
幹
病

院
か
ら
展
開
病
院
、
診
療
所
ま

で
比
較
的
統
一
の
と
れ
た
形
で

医
療
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
。

乙
の
シ
ス
テ
ム
が
僅
災
時
に
ど

う
機
能
し
た
か
を
知
る
こ
と

で
、
他
の
被
災
県
の
支
援

・
復

興
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
い
う

狙
い
が
あ
る
。

m日
に
県
庁
で
、
小
田
島
保

健
福
祉
部
長
を
始
め
根
子
忠

美
・
保
健
福
祉
部
副
部
長
、
野

原
勝

・
同
医
療
扶
進
鯨
総
括
線

長
ち
か
ら
被
災
状
況
と
現
在
の

対
応
に
つ
い
て
鋭
明
を
受
け

た
。
県
が
把
握
し
て
い
る
被
災

状
況
で
は
、
被
留
を
受
げ
た
県

立
病
院
が
す
殖
す
る
沿
岸
部
は

霞
度
6
強

3
5弱
を
受
け
、
と

堺
会
長
被
災
地

(岩
手
県
)
を
視
察

麹
町
支
庖
社
団
法
人
日
本
病

院
会
災
害
支
援
募
金
口
口

座
番
号
0
0
8
6
9
0
3

※
摂
込
手
数
料
は
撮
り
込
み

様
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
寄
付

金
控
除
対
象
と
な
る
寄
付
金
取

り
扱
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

の
う
ち
県
立
高
田
病
院

(
1
3

6
床
、
陸
前
高
田
市
)
は

4
階

建
て
の
最
上
階
に
ま
で
遣
す
る

約
ロ
田
の
湾
波
が
押
し
寄
せ
全

埋
し
た
。
ま
た
、
県
立
大
槌
病

院

(1
2
1床
、
下
閉
郡
大
槌

町
)
も
叩
皿
級
の
津
波
に
鐙
わ

れ
3
階
ま
で
損
寝
、
約
5
m
の

津
波
が
押
し
笥
せ
た
県
立
山
田

病
院
(
印
床
、
下
関
郡
山
田
町
)

も
被
災
レ
、
と
れ
ら

3
病
院
が

診
療
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

震
度
5
以
上
で
津
波
が
4
回
以

上
の
病
院
が
被
災
し
た
と
と
に

な
る
。県
内
の
死
者
と
行
方
不
明
の

合
計
は

8
千
人
。
「
普
通
の
震

災
の
状
回
と
適
否
。
鴻
波
の
影

泌
が
大
き
か
っ
た
」
(
小
田
島

氏
)。

乙
の
た
め
大
挙
し
て
没

入
さ
れ
た
D
M
A
T
(災
智
派

遣
医
療
チ
l
ム
)
も
「
軍
症
者
は

少
な
く
、
本
来
の
仕
事
は
少
な

か
っ
た
」
と
述
べ
た

og症
者
や

介
鐙
度
の
高
い
人
は
受
入
れ
超

過
が
認
め
ら
れ
た
乙
と
か
ら
内

陸
部
の
病
院
に
移
送
し
た
。

透
析
患
者
へ
の
対
応
は
当
初

停
電
が
起
き
自
家
発
電
用
の
盟

油
が
不
足
し
苦
慮
し
た
も
の

の
、
料
手
医
大
の
阻
問
不
全
セ
ン

タ
ー
に
撮
り
分
げ
「
県
内
で
十

分
カ
バ
ー
で
き
た
。
日
頃
の
ネ

(
2面
に
続
く
)

(
1
1
3面
)

東
日
本
大
霞

災
か
ら
1
ヵ
月

が
経
過
し
、
復

興
に
向
げ
た
取

り
組
み
が
は
じ

ま
っ
て
い
る
。
震
災
直
後
に

は
、
全
国
の
医
際
関
係
者
が

D
M
A
T等
に
参
加
し
て
被

災
地
に
駆
け
つ
け
た
。
ぞ
れ

も
峠
を
越
し
て
、
今
は
失
わ

れ
た
地
域
医
慨
を
ど
う
立
て

直
す
か
が
線
組
で
あ
る
V
日

病
の
会
員
病
院
は
、
被
災
地

の
医
療
再
趨
の
た
め
に
で
き

る
限
り
呈
議
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
と
の
思
い
を

活
か
す
た
め
に
何
が
必
要
だ

ろ
う
か
V
ま
ず
、
ど
の
よ
う

は
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
か
、
現
地
の
ニ

l
ズ
を

探
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ニ
ー
ズ
に
う
ま
く
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
形
で
支
援
活
動

を
組
織
す
る
と
と
が
必
要
で

あ
り
、
と
と
に
日
本
病
院
会

の
大
き
な
役
割
が
あ
る
V
会

員
病
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
全
国
的
な
支
援

の
枠
組
み
を
構
築
す
る
の
で

あ
る
。
財
政
的
な
支
援
を
含

め
政
策
的
な
対
応
が
必
要
な

ら
ば
政
府
に
穂
極
的
に
働
き

か
け
る
べ
き
だ
。
息
の
長
い

復
興
支
援
に
む
り
て
日
病
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
卸
す

べ
き
と
き
で
あ
る
。
(K
-
T
)
 

1. r診療情報管理士」の資絡を有する省
2 日本病院会診療情報管理士通信教育の修了占ー
3指定大学 ・指定専門学校で所定の単位を履修した卒業生
2， 3の8は「診僚情報管理士」認定を持って rDPCコース」

認定となる.

4月 1日-5月 31日

7月 1日

1，000名
3万円(教材費.スクーリング参加費等含む)
対面綬業(スクーリング)2日問、

自習リポー トの鑓出およひ判同評価

所定の申込用紙に必要事項を記入し、郵送にて申込

詳細は専用ホームベージをご確認ください

http://www.jha.e.comldpd 

-受講資格E主療情報管理士通信教育E:o!E:募集f

.申込期間

・開講月日

.募集人員

.受講料

.履修方法

1113調書生

平成 21 年間続、 r~療情報管理士』の資格取得者を主な対象として、 DPCの
基本等の理解.データ分析の初歩までを教育範囲とし、一流の講師障が支える
教育カリキュラムによる基礎的な実務者教育をしています.

DPCコース

.申込方法

DPCの導入により診療情報管埋士は.ICDコーディ ング.医躍情報の分析・活用な
ど.より一層広範な活動を求められることになります.その中心的役割を果たすべき診
疲情報管埋士にとって.DPCの実務を学ぶ研修的場は大変量喪なものです.
日本病院会はこのような教育に対応すべく診療情報管理士を対車とし.DPCに特化し ，
た実務教育を開始しています.rDPCコースJは.診療情報管理土の役割.能力の吉ら ;
なる質向上を日的とした専門コースといえます
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一
平
素
医
師
不
足
で
連
携
、
今
回
効
果

4
県
立
基
幹
病
院
、
支
障
で
つ
つ
も
機
能

平成23年 4月25日

(
1面
の
続
き
)

ツ
ト
ワ
l
ク
が
生
か
せ
た
」
と

根
子
底
。
平
素
か
ら
医
師
不
足

の
た
め
、
病
院
聞
の
迎
携
が
生

命
線
と
考
え
対
応
し
て
い
る
と

と
が
震
災
時
に
効
果
を
一
挙
げ
た

と
し
て
い
る
。

一
方
、
「
沿
岸
部
の
介
護
施

般
や
障
害
者
施
般
で
は
、
被
自
由

を
受
げ
た
所
が
少
な
く
な
い
」

(
栂
子
氏
)
た
め
、
高
齢
者
や

障
智
者
は
内
陸
部
に
移
送
。
一

方
、
在
宅
医
療
や
遇
所
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
避
難
所
に
収
容
さ

れ
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
げ

ら
れ
な
い
状
況
も
起
き
た
。
現

在
は
、
避
難
所
に
介
館
職
只
を

派
泊
レ
た
り
、
入
浴
は
移
動
入

浴
車
で
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
四
日
午
後
、
佐
々
木

理
事
の
案
内
に
よ
り
、
普
波
で

埴
滅
的
な
被
害
に
溜
?
た
釜
石

市
や
陸
前
高
田
市
な
ど
の
沿
岸

部
に
足
を
の
ば
し
た
。
県
庁
か

ら
約
1
0
0
Mも
の
距
離
を
走

り
車
が
漸
く
山
あ
い
を
下
り
始

め
る
と
、
ま
だ
海
岸
に
は
ほ
ど

速
い
北
上
川
の
岸
辺
に
津
波
が

運
ん
だ
茸
礁
(
が
れ
き
)
の
山

が
自
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
陸

前
高
田
市
の
中
心
部
に
着
く

と
、
陥
没
し
た
地
盤
は
海
水
で

沼
地
と
化
し
、
瓦
磁
の
荒
野
が

視
界
を
覆
う
。
堺
会
長
は
言
葉

を
失
う
よ
う
な
光
震
に
、
あ
ら

た
め
て
復
興
の
一
厳
し
さ
を
痛
感

し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

陸
前
高
田
市
で
は
、
全
壊
し

た
県
立
高
田
病
院
の
院
長
で
岡

市
の
災
管
対
策
本
部
長
と
し
て

壊
滅
状
態
に
あ
る
市
の
医
療
提

供
を
指
掃
す
る
石
木
幹
人
民
を

N EWS) 目見E嘱融合ニエ且-~(J. H. A. 

岩手視察

本
部
に
見
舞
っ
た
。
石
木
民
は

家
人
を
霞
災
で
亡
く
さ
れ
、
自

身
も
「
病
院
か
ら
避
雛
し
た
の

は
儀
後
尾
で
、
後
で
津
波
の
連

続
写
真
を
み
る
と
悶
一
繁
だ
っ

た
」
と
諮
っ
た
。
新
た
な
病
院

機
能
に
務
備
す
る
工
事
が
控
え

て
い
た
矢
先
に
被
災
レ
た
。

l

m
近
く
陥
没
し
た
病
院
の
敷
地

に
は
再
建
す
る
気
は
起
き
な
い

と
し
て
い
る
。

県
庁
幹
部
の
鋭
明
に
よ
る

と
、
県
下
の
四
つ
の
県
立
基
幹

病
院
(
高
田
病
院
、
山
田
病
院
、

大
鎚
病
院
、
釜
石
病
院
)
は
一

部
機
能
に
支
障
が
で
て
い
る

も
の
の
概
ね
機
能
し
て
い

る。
翌
日
に
は
小
川
彰

・
岩
手
医

科
大
学
学
長
を
訪
ね
た
(
別
掲

に
概
要
)。
小
川
氏
は
震
災
後

つながた場府能大に
たか自。に ・を 学ラ

。主韮芽三車警護話
」の、ての d とン

皇醤県プ襲柔なス 島断のレ策俣りを 晶、;.:......... -- ~ 
時で医 lは?司与 ~ _.-
を動療キ鰐ぷ令えぞ謹 回 ι 胆

曹E寝長奪三君季一事室主〈右〉 に小川岩手長女享長から震災時の
返か者つ現政機ど 対応状況が詳細に説明された(岩手医大にて〉

♂?  
1
週
間
固
に
「
い
わ
て
災
害
医

療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
」
(
本
部
長
は
高
橋
智

・
岩

手
医
大
神
経
内
科
部
長
)
を
立

ち
上
げ
た
。
県
内
の
医
療
関
係

者
は
も
と
よ
り
自
衛
隊
、
県
醤

を
も
巻
き
込
み
総
力
的
な
支
援

体
制
を
敷
く
。
と
こ
で
応
鐙
に

駆
り
つ
り
た
雲
斐
援
チ
l
ム

綴
以
よ
の
人
口
割
合
は
ス
ワ
ェ

1
デ
た
が
、
高
齢
者
は
幸
せ
に
な
る
ど
と

ン
が
幻

・
7
俗
、
ド
イ
ツ
が
お

・
1
ろ
か
、
ま
す
ま
す
幸
せ
か
ら
遠
ざ
か

%
で
あ
り
、
我
が
閣
の

ω・
5
必
は
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
超
高
齢

群
を
抜
い
て
高
く
な
る
。
化
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
に
良
質
で

我
が
園
の
世
界
に
類
を
み
な
い
高
か
つ
適
正
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供

齢
化
の
進
展
や
そ
れ
に
伴
う
狭
病
檎
し
て
い
く
た
め
に
は
、
患
者
の
病
態

造
の
変
化
は
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
に
応
じ
た
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の

境
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
る
。
し
病
床
機
能
の
分
化
と
、
患
者
が
住
み

一
我
が
閣
の
人
口
構
造
は
急
連
に
高

山
齢
化
し
て
お
り
、
増
加
す
る
筋
歳
以

】
上
の
高
齢
者
人
口
都
合
は
2
0
1
5

E

年
に
は
お

・
9
偽
に
達
レ
、
そ
の
後

』
は
緩
や
か
な
増
加
と
な
る
も
の
の
2

-
0
3
0年
に
は
む

・
8
物
と
な
り
、

『
再
び
猶
加
傾
向
が
強
ま
っ
た
後
の
2

『
0
5
0年
に
は
鈎
・

6
物
に
な
る
乙

4

と
は
と
存
じ
の
通
り
で
あ
る
。
ま

占
た
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
2
0
3

-o年
に
は
加
物
、

2or-b年
に
は

】
幻
め
と
な
り
、
そ
の
う
ち
一
人
暮
6

v
し
の
高
蹄
者
は
お

・
6
俗
、
老
夫
婦

』
の
2
人
暮
ら
し
は
m
-4twに
な
る

』
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

2
0

-
2
5年
に
お
け
る
主
要
時
間
外
国
の
邸

第 841号(聖誕錫鍋)

と
は
舗
を
待
た
な
い
。

何
故
、

ζ
れ
ま
で
に
制
閉
鎖
し
て
き

た
様
々
な
高
齢
者
医
療

・
介
惣
の
仕

組
み
が
円
滑
に
機
能
し
て
い
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
?
確
か
に
細
か
な
問

題
点
は
あ
り
、
改
醤
し
な
け
れ
ば
な

ろ
な
い
こ
と
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
で
は
現
在
の
状
祝
は
脱
聞
で

慣
れ
た
地
域
の
中
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
療
獲
を
支
え
、
生
活
の
場
で

ね
や
か
に
「
旅
立
ち
」
を
迎
え
ら
れ

る
医
燦

・
介
鑓
の
連
携
と
医
療

・
介

諮
提
供
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
同
時
に
そ
の
医
療
・
介
謎
を
支

え
る
た
め
の
医
療
保
険
制
度
や
介
額

保
険
制
度
の
股
針
が
思
要
と
な
る
と

き
な
い
。
病
院
の
総
病
床
数
は
平
戸
牟
叩

月
1
日
現
在
、

1
6
0万
1
4
7
6

床
で
前
年
よ
り
7
9
2
7床
減
少
し

て
お
り
、
一
般
病
床
は

3
0
3
6

床
、
療
養
病
床
は

3
0
8
5床
、
前

年
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
更
に
一
椴

病
床
は
平
均
在
院
日
数
が

m
-5日

遠隔医療で基幹病院支援ヘi
いわて災害医療支援ネットワークセンターを設置

岩
手
県
視
察
の
ニ
臼
自
に
堺

常
雄
H
本
病
院
会
会
長
は
、
震

災
雄
官
、
災
害
基
幹
病
院
と
し
て

県
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
岩
手
医
科
大
学
学
長
の

小
川
彰
学
長
を
防
関
し
た
。
小

川
氏
は
冒
頭
、
今
回
の
大
盤
災

に
つ
い
て
「
被
害
は
地
震
そ
の

も
の
で
は
な
く
津
波
に
よ
る
も

の
な
の
で
、
名
称
に
郡
波
が
入

ら
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
指

摘
。
県
下
の
死
者

・
行
方
不
明

の
大
部
分
は
水
難
に
よ
り
、
直

接
地
震
に
よ
る
被
災
者
は
ケ
ガ

人
1
5
5人
と
割
合
は
低
い
。

震
災
発
生
後
の

1
3
2週
間

は
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
と
包
括
網

の
寸
断
に
よ
る
情
報
の
途
絶
が

一
需
の
問
題
だ
っ
た
。
一
刻
を

争
う
事
態
を
前
に
、
小
川
民
は

必
要
物
資
の
飼
還
を
政
府
に
支

援
要
請
す
べ
き
と
県
知
事
に
山
申

し
入
れ
、

3
月
げ
日
に
知
事
か

ら
政
府
災
智
対
熊
本
部
に
要
望

硲
を
一
提
出
レ
た
。
だ
が
、
政
府

の
緩
慢
な
動
き
と
は
別
に
、

2

週
間
後
に
は
通
情
ル
1
ト
で
医

薬
品
は
確
保
で
き
る
状
混
に
回

復
し
た
。
3
月
四
日
、
小
川
氏
は
同
大

学
を
中
核
と
す
る
「
い
わ
て
災

害
医
線
支
鐙
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
避
難

所
診
緩
や
慢
性
期
医
療
に
乗
り

出
す
。
自
身
が
県
医
師
会
の
開

と
前
年
よ
り
減
少
し
、
病
床
稼
働
率
度
の
高
い
患
者
を
受
け
入
れ
ず
に
、

-

は
布
・

4
必
と
前
年
よ
り
減
少
し
て
高
齢
者
の
病
院
死
を
当
た
り
前
と
す
一

い
る
。
重
病
床
は
前
年
よ
り
平
均
る
高
齢
者
の
雲
住
宅
が
楢
え
て
い
一

在
院
回
数
が

1
7
9
・
5
日
と
延
る
と
と
を
考
え
る
と
、
と
の
ま
ま
の
ふ

び
、
病
床
稼
働
率
は
釘

・
2
物
と
相
状
態
で
は
超
高
齢
化
基
古
へ
の
対
処
二

加
し
て
い
る
。
乙
の
と
と
を
考
え
る
は
困
難
で
あ
り
、
根
源
的
な
見
直
し
ふ

と
急
性
期
病
院
に
入
院
し
た
高
附
者
が
必
要
で
あ
ろ
う
!

V

蚊
急
患
者
、
特
に
医
療
度
の
高
い
慰
問
題
は
急
性
期
病
醇
叫
ん
も
あ
る
、

E

者
が
ど
と
に
も
帰
れ
ず
に
医
療
難
民
一
般
人
の
み
な
ら
ず
急
性
矧
病
院
医
-

と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
急
師
の
中
に
は
、
病
院
で
な
り
れ
ば
死

-

性
期
病
院
は
高
齢
者
以
外
の
患
者
の
ね
な
い
と
勤
怠
い
し
て
い
る
者
が
い

-

在
院
回
数
を
短
く
す
る
こ
と
で
何
と
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
と
そ
早
急
-

か
対
処
し
て
い
る
が
、
急
車
病
院
に
高
齢
者
の
人
生
を
ぎ
す
る
の
か

~

の
入
院
患
者
の
年
齢
を
調
査
す
る
と
を
真
剣
に
検
討
し
、
国
民
が
幸
せ
に

{

(
平
成
初
年
患
者
調
査
閲
監
第
鈍
な
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
一
な
庚
療
を
一

表
)
邸
歳
以
上
4
6
7干
名

(
釘
ど
の
よ
う
に
提
供
す
る
か
を
、
様
々
日

物
)
、
百
歳
以
上

3
1
1干
名
(
必
な
病
院
機
能
を
持
つ
病
院
が
会
員
で
V

物
)
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
も
あ
る
日
本
病
院
会
が
中
心
と
な
っ
て
E

は
や
限
界
に
近
い
状
視
に
あ
る
と
思
提
案
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『

わ
れ
る
。

-

相

津

孝

夫

日

急

速

に

進

む

高

齢

化

社

会

や

医

療

『

会
長
で
も
あ
る
た
め
、
県
下
の

医
療
関
係
機
関
や
畿
察
、
消
防

な
ど
も
含
め
司
令
塔
の
役
割
を

発
郷
。
当
面
必
要
な
医
療
提
供

を
軌
道
に
乗
せ
た
。

今
後
の
復
興

・
再
生
の
線
題

に
つ
い
て
「
町
の
再
生
の
仕
方

に
よ
っ
て
医
療
提
供
体
制
も
決

ま
っ
て
く
る
。
凶
年
は
か
か
る

の
で
は
な
い
か
」
と
嵐
の
長
い

取
り
組
み
が
必
要
と
し
て
い

る
。
リ
ア
ス
式
海
岸
地
宮
市
で
は

小
さ
な
入
江
の
後
ろ
に
町
が
あ

り
、
そ
の
奥
は
す
ぐ
山
の
た
め

「
仮
般
住
宅
を
作
登
高
台
の
場

所
は
残
っ
て
い
な
い
」
と
地
形

的
な
難
し
さ
を
抱
え
る
。

第
1
段
階
の
D
M
A
T、
第

2
段
階
で
の
現
在
の
避
難
所
診

療
、
そ
し
て
第

3
段
階
に
つ
い

て
「
仮
般
診
療
所
を
大
急
ぎ
で

作
り
数
年
間
頑
張
っ
て
も
ら

う
。
町
の
復
興
計
画
に
も
よ
る

が
、
恒
久
的
な
診
療
所
に
す
る

か
ど
う
か
」
と
見
通
し
を
述
べ

た
。
具
体
的
に
は
四
つ
の
県
立

話
幹
病
院
で
入
院
機
能
中
心
に

対
応
し
て
い
る
が
、
加
え
て
県

立
の
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
と
診
療

所
を
再
生
し
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
小
川
氏
は
、
米
国
ハ
ー

バ
ー
ド
大
か
ら
日
本
人
医
師
の

派
遣
を
依
頼
し
た
と
ζ
ろ
、
日

本
人
の
留
学
医
師
7
人
と
常
勤

医
ち
が
5
月
か
ら
応
援
で
基
幹

病
院
に
就
く
計
画
だ
。
ま
た
、

盛
岡
市
の
中
心
か
ら
沿
岸
部
ま

で
は
車
で
3
時
間
近
い
距
離
の

た
め
、
「
大
学
で
は
語
幹
病
院

に
対
し
遠
隔
医
療
で
支
え
る
し

か
な
い
」
と
述
べ
た
。

一
方
で
「
生
活
の
器
態
が
戻

ら
な
い
と
人
も
戻
ら
な
い
」
た

め
、
過
疎
化
が
進
行
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
し
た
の

堺
会
長
は
、
今
後
も
岩
手
シ

ス
テ
ム
を
再
牲
の
モ
デ
ル
と

し
、
優
石
川
た
機
能
を
十
分
発
揮

す
る
た
め
に
も
県
病
院
盟
国
の

股
立
を
望
む
考
え
を
伝
え
た
。

岩
手
県
医
療
局
も

が
な
い
の
が
A

「
目
だ
っ
た
が
、

現
場
の
医
師
等
が
連
携
を
取
り

合
い
対
応
し
た
」
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
軸
と
し
た
岩
手
シ
ス
テ

ム
の
効
果
を
強
制
し
た
。

「
被
災
者
の
入
院
治
療
は
一

段
港
着
い
た
が
、
介
鰻
・
福
祉

の
受
げ
皿
で
因
っ
て
い
る
。
今

後
は
患
者

・
家
族
の
ニ

l
ズ
で

考
え
な
い
と
」
と
語
っ
た
。

今
こ
そ
、
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

医
療
の
提
言
を
!

か
も
と
の
変
化
は
世
界
の
ど
の
国
も

経
験
し
た
と
と
が
な
く
、
モ
デ
ル
を

探
す
と
と
は
出
来
な
い
。
我
が
園
は

白
ろ
そ
の
「
宋
知
の
答
え
」
を
導
き

出
さ
ね
ば
な
ろ
な
い
の
で
あ
る
。

国
は
高
齢
者
の
医
療

・
介
護
に
つ

い
て
、

1
9
8
8年
の
老
人
保
健
法

成
立
以
来
様
々
な
対
熊
を
前
じ
て
き

堺
常
雄
会
長
は
、
今
回
の
岩

手
県
視
察
で
医
療
提
供
の
元
締

め
で
あ
る
遠
藤
遥
雄
岩
手
県
医

療
局
長
、

佐
々
木
信
次
長
ち
を

見
舞
っ
た
。
遠
藤
局
長
は
「
3

つ
の
基
幹
病
院
が
被
災
し
た

が
、
内
陸
部
と
迅
速
な
連
携
が

で
き
た
。
誰
も
経
験
し
た
と
と

'.;JI 

峰、1. _ 

陸前高田市の災害対策本部を見舞う。中央は石
木氏、右は佐々木岩手県立中央病院長と堺会長遠藤医療局長〈中央〉と佐々木次長(右〉を見舞う堺会長
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災害対策特別委

「
力
を
も
つ

た
政
策
提
言
必
要
」

災曾対策特別委員会の初会合の模様

日
本
病
院
会
の
災
問
国
対
策
特

別
受
民
会
(
塩
谷
泰
一
委
員

き

は

4
月
日
目
、
第
1
回
会

合
を
一
行
い
、
東
日
杢
穴
震
災
の

被
災
地
の
医
療
支
援
を
本
格
化

す
る
た
め
現
地
視
察
を
行
う
方

針
を
決
め
た
。
視
察
で
は
、
医

療
機
関
と
自
治
体
と
の
連
携
状

視
や
、
医
療
機
能
が
ど
の
程
度

混
存
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確

認
す
る
方
針
だ
。

塩
谷
餐
員
長
は
医
壁
又
援
の

方
向
に
つ
い
て
「
ま
ず
は
園
が

貨
任
を
も
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
l
役
を
果
た
す
必
要
が
め

る
。
日
病
と
し
て
は
現
場
の
情

報
収
鱒
を
し
っ
か
り
や
り
、
そ

れ
ら
を
見
極
め
た
よ
で
行
動
す

る
と
と
に
な
る
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。
「
聞
の
統
括
の
下
で

病
院
団
体
等
が
動
く
ほ
う
が
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
地

域
に
よ
っ
て
支
鰻
の
量
と
慣
が

巡
っ
て
く
る
」
(
今
泉
暢
由
民
志

削
会
長
)
と
と
か
ら
、
政
府
の

被
災
者
健
康
対
策
チ
1
ム
に
参

特定看護師

田
中
の
梶
原
優
型
重
に
餐
民

会
と
し
て
随
時
現
場
情
報
を
提

供
し
て
い
く
と
し
た
。

会
議
で
は
支
援
の
あ
り
方
、

予
想
さ
れ
る
探
題
な
ど
が
政
論

に
挙
が
っ
た
が
、
震
災
か
ら

1

ヵ
月
以
上
経
過
し
、
今
後
日
病

と
し
て
何
を
ど
う
す
る
か
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
望
ま
れ
る

か
、
な
ど
実
効
性
の
あ
る
支
援

は
、
現
地
視
察
に
忍
づ
い
て
判

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
(
人
民

を
投
入
し
て
も
)
現
在
は
、

1

+
1
が
2
に
な
っ
て
い
な
い
。

1
・
5
位
か
。
乙
れ
を

2
に、

さ
ら
に

3
に
す
る
よ
う
な
活
動

を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
」
〈
塩

谷
蚕
員
長
)
。

堺
会
長
は
「
中
畏
期
の
そ
れ

ぞ
れ
の
あ
る
べ
き
復
興
の
姿
を

踏
ま
え
て
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
病
院
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

は
郡
市
般
針
の
中
で
考
え
て
い

く
と
と
に
な
る
。
我
々
は
、
か

な
り
力
を
も
っ
た
政
策
提
言
を

し
て
い
く
必
裂
が
あ
る
」
な
ど

と
同
蚕
員
会
の
働
き
に
期
待
を

寄
せ
た
。
視
察
の
ほ
か
に
、
被

災
患
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
受

入
れ
な
ど
も
検
討
す
る
。

4
施
設
が
試
行
事
業
申
請

厚
労
省
W
G
関
係
者
か
ら
説
明
受
け
る

生
労
働
省
の
「
チ
l
ム
医

療
推
進
の
た
め
の
君
遭
難
務
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

(
座
畏

H
有
到
徹

・
昭
和
大
単

医
学
部
救
急
医
学
堕
向
教
授
)

は
4
月
日
日
に
会
合
を
開
き
、

特
定
宿
鰻
師
(
仮
称
)
の
業
務

範
囲
や
褒
件
な
ど
を
検
討
す
る

際
の
情
報
や
実
証一
的
な
デ
l
タ

を
収
集
す
る
た
め
に
お
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
業
務
鼠
行

事
業
に
つ
い
て
、
申
筒
施
股
の

関
係
者
等
か
ら
説
明
を
受
り

た
。
申
筒
施
般
は
大
分
県
の
医

際
法
人
小
寺
会
佐
伯
中
央
病
院

な
ど
3
病
院
と
1
介
湿
老
人
保

健
施
綬
。
老
年
、
救
急
、
感
染

色
理
の

3
分
野
で
医
師
の
包
括

的
指
示
の
下
に
む
纏
師
が
行
う

具
体
的
な
業
務

・
行
為
の
内

容
、
院
内
の
安
全
管
理
体
制
や

鋭
急
時
の
対
応
手
順
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。

今
回
の
猷
行
事
業
は
、
一
定

の
医
行
為
が
実
施
で
き
る
特
定

宿
飽
師
(
仮
称
)
と
い
う
新
た

な
枠
組
み
の
構
築
に
向
け
、
法

制
化
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ

の
業
務
範
囲
や
当
骸
業
務

・
行

為
を
安
全
に
行
う
た
め
に
必
要

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
等
を

由
民
阪
一
的
に
検
討
す
る
た
め
、
厚

労
省
の
関
与
の
下
、
必
要
な
情

報

・
デ
ー
タ
を
集
め
る
た
め
に

開
始
す
る
も
の
。

特
定
む
餓
師
(
仮
称
)
益
成

間
資
材
日
行
事
策
実
施
飢
程
(
修

士

・
研
修
)
を
修
了
し
た
君
趨

師
の
扇
用
、
管
理
貿
江
者
の
選

定
、
安
定
管
理
体
制
の
艶
備
な

ど
の
指
定
送
車
や
、
担
当
医
に

よ
る
宕
湿
師
の
習
得
度
の
確
総

や
指
導
な
ど
の
実
施
基
単
を
定

め
た
怒
行
事
業
の
募
集
要
項
が

出
さ
れ
、

3
月
末
で
、
大
分
県

の
医
療
法
人
公
茎
佐
伯
中
央

病
院
、
同
介
鐙
老
人
保
健
施
般

(
行
棚
田
師
2
名
は
大
分
県
立
む

磁
科
学
大
学
大
学
院
紳
士
前
期

限
程
N
P
コ
l
ス
修
了
。
老
年

N
P
)、
福
岡
県
の
飯
塚
病
院

(
日
本
む
援
協
会
む
護
研
修
学

校
研
修
修
了
。
叡
急
君
趨
)
、
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
北

海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
(
同
修
了
。

感
染
管
理
)
の

3
病
院
1
施
般

か
ら
の
申
請
を
受
げ
付
け
た
。

鉱
仔
事
業
の
期
間
は
当
面
一

年
問
。
各
施
綬
の
医
療
安
辛
密

理
委
員
会
は
、
鼠
行
に
入
る
前

に
、
緊
急
時
の
対
応
手
順
、
患

者
・
家
族
に
対
す
る
鋭
閉
・
相

餓
に
閲
す
る
ル
l
ル
、
紙
行
の

対
象
と
す
る
業
務

・
行
為
に
係

る
プ
ロ
ト
コ

l
ル
の
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。
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サ
ー
ビ
ス
内
容
の
定
義
困
難

方
法
論
確
立
に
は

5
年
必
要

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
鯵
療
報
酬
翻
査
思
門
組
織
・
医
療
機
関
の
コ
ス
ト
飼
査
分
科

会
(
田
中
滋
分
科
会
長
)
は
4
月
7
日
に
会
合
を
開
き
、
間
分
科
会
に
般
倍
さ
れ
た
底
本
診
療

料
の
コ
ス
ト
蛸
溢
の
把
握
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
(
石
井
孝
宣
座
長
)
が
ま
と
め
た

入
院
基
本
料
に
関
す
る
コ
ス
ト
鯛
査
の
実
行
可
能
性
と
コ
ス
ト
把
握
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
報

告
白
の
鋭
明
を
受
け
た
。
必
要
な
コ
ス
ト
の
ロ
出

・
明
確
化
を
求
め
る
診
療
側
の
要
望
を
受

け
、
中
医
協
(
総
会
)
か
ら
付
託
さ
れ
て
い
た
制
問
題
だ
が
、

W
Gは
現
行
の
入
院
若
本
料
の
サ

ー
ビ
ス
内
容
(
辱
}
T
的
管
理
部
分
、
宕
鰻
部
分
、
入
院
環
境
部
分
)
の
具
体
的
な
定
義
が
困
難

で
、
現
時
点
で
は
「
入
院
基
本
料
に
関
し
て
適
切
、
有
効
な
コ
ス
ト
翻
査
を
実
施
す
る
と
と
は

賎
し
い
」
と
の
結
論
を
出
し
た
。
ま
た
、
コ
ス
ト
翻
査
の
方
法
論
を
確
立
す
る
ま
で
に
は
「
5

年
程
度
は
必
畏
と
し
た
。
奇
後
は
分
科
会
の
報
告
書
と
し
て
中
医
襲
会
に
提
出
、
再
監
理

が
必
要
な
考
え
方
の
方
向
蛍
や
鯨
題
に
つ
い
て
も
付
犯
す
る
こ
と
に
し
た
。

入院

基本料

診
療
側
は
昨
年
9
月
初
日
の

中
医
協
総
会
で
、
葛
本
診
療
料

の
中
で
各
租
コ
ス
ト
(
技
術

' 

料
、
キ
ャ
ピ
タ
ル

・
コ
ス
ト
、

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
コ
ス

ト
)
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に

解
価
さ
れ
て
い
る
か
(
も
し
く

は
静
価
さ
れ
て
い
な
い
か
)
に

つ
い
て
の
盤
理
・
問
権
化
、
必

要
な
コ
ス
ト
の
積
み
上
げ
に
よ

る
「
あ
る
べ
き
窓
本
診
療
料
」

に
向
げ
た
機
愉
と
そ
の
た
め
の

調
査
鮫
針
の
取
り
組
み
を
嬰

望
。
今
年
1
月
幻
自
の
医
療
機

関
の
コ
ス
ト
制
奇
分
科
会
で
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
殴
位

を
決
め
、
入
院
基
本
料
に
含
ま

れ
る
各
種
コ
ス
ト
の
把
極
が
可

能
か
ど
う
か
、
そ
の
手
法
を
ど

う
考
え
る
の
か
に
つ
い
て
実
務

的
な
検
討
作
業
を
進
め
て
き
た

も
の
。基
本
診
療
料
の
コ
ス
ト
綿
造

の
把
握
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
石
井
孝
宣
座
長

(
公
総
会
計
士
)
は
、

7
日
の

コ
ス
ト
閑
奪
分
科
会
で
入
院
基

本
料
に
皿
若
コ
ス
ト
鯛
査

・
分

析
の
実
行
吋
能
性
等
に
関
す
る

検
討
結
果
(
報
告
@
)
を
鋭
閥
、

「
我
々
に
与
え
ら
れ
た
諜
題
に

つ
い
て
は
、
短
期
的
視
点
で
の

実
行
可
能
性
、
コ
ス
ト
の
把
握

手
訟
と
解
決
す
べ
き
思
項
、
新

た
に
鯛
査
を
行
う
場
合
の
技
術

的
際
趨
と
い
う

3
つ
の
大
き
な

視
点
で
曲
目
理
し
た
。
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
で
作
業
を
進
め
る
か

ー
。
コ
ス
ト
閑
査
で
は
、
前
提

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
き
ち

ん
と
レ
た
定
義
付
貯
が
不
可

欠
。
入
院
基
本
料
の
中
身
は
大

き
く
分
げ
て
医
学
的
管
理
部

分
、
宕
暗
躍
部
分
、
室
料
部
分
の

3
っ
。
と
れ
ら
は
厳
密
な
形
で

定
較
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
技

術
的
な
問
題
が
あ
る
。
現
時
点

で
は
明
確
な
定
績
が
な
か
な
か

難
し
い
。
仮
り
に
定
義
さ
れ
て

も
、
直
俊
的
コ
ス
ト
だ
け
で
な

く
、
閣
僚
的
コ
ス
ト
が
か
な
り

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
こ
れ
を
毘

賦
す
る
基
単
の
m
限
定
等
が
必

要
」
な
ど
と
峨
々
な
課
題
を
指

摘
。そ

の
上
で
、
仮
り
に
い
く
つ

か
の
モ
デ
ル
病
院
に
限
定
レ

て
、
財
務
縮
衰
を
共
同
し
て
精

査
、
そ
の
正
確
性
を
確
怨
す
る

と
と
か
ら
始
め
、
個
別
に
業
務

量
デ
1
タ
・
財
務
筒
表
の
デ
ー

タ
網
査
を
行
い
、
コ
ス
ト
針
誌

の
方
法
論
の
確
立
を
目
指
す
と

と
を
想
定
し
た
場
合
、
「
半
牛

5
1
年
の
短
期
間
に
客
観
的
な

盤
理
を
行
う
と
と
は
難
し
い
。

過
去
の
事
例
か
ら
す
る
と
、
き

ち
ん
と
し
た
結
果
を
出
す
に
は

5
年
程
度
か
か
る
し
、
そ
れ
に

伴
う
経
費
も
か
か
る
。
以
上
か

ら
、
短
期
間
で
、
入
院
基
本
料

に
限
定
し
て
も
、
有
効
性
を
担

保
し
て
禽
観
的
な
コ
ス
ト
調
査

を
実
施
す
る
の
は
雛
レ
ぃ
、
か

な
り
無
理
が
あ
る
と
い
う
の
が

結
論
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
一
致
し
た
志
見
」
な
ど
と

報
告
し
た
。

コ
ス
ト
の
抱
信
手
法
で
は
、

実
際
原
価
(
財
務
諸
表
ベ

ー

ス
)
に
よ
る
原
価
把
鰻
と
し
て

積
上
げ
方
式
(
コ
ス
ト
配
賦
方

式
)
が
有
力
で
、
財
務
諸
表
の

正
確
性
と
病
院
会
計
準
則
に
沿

っ
た
作
成
が
必
要
な
乙
と
や
新

規
に
翻
査
を
行
う
際
の
技
術
的

課
題
を
挙
げ
た
。

今
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
結
紛
に
よ
り
、

1
年
後
の

次
期
診
療
報
酬
改
定
で
活
用
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
鯛
査
の
実
施

は
見
送
り
と
な
る
。

f 日本病院会雑誌のご寄稿募集中日本病院会ニュース、

口本病院会錐誌は毎月 1日発行の機関誌です.皆織から病院の経営管理、臓員

教育などに関する研究や挺言、さらに随筆.紀行も受付けています.

'・内 容 病院経営管理、臓員教育などについての研究 ・提言.随筆、

紀行、俳句 ・短欧等の読み物など.

結め原稿(横書き文はワー|

プロ) 5枚が本誌約 lベ}ジにあたります

.受付期間 常時受付けています{通常初日締め.笠々月拘載)

.謝 礼 BIJ)lIJ50部をもって謝礼に代えさせていただきます。 I

一ス
一

一
一
一

一
ユ
一

一二
一

一会
一
一院一一病一一本一

一日一

日本病院会ニュースは毎月 10日・25日発行の機関紙です.皆様から病院医療の

緒問題などへのご意見や随筆、寄稿などをお待ちしています.

.内 容 医学的な専門領域の研究論文は除き.病院経営管理や駿員

教育、医療分野の時事問題などへのご意見‘随筆や紀行など.

.原稿枚数 品大2千文字程度まで.

.受付期間 随時受付けています.・2射 礼 簿謝をご健供させていただきます.
寄

稿

要

領
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' 「人事・労務管理を習得「
L全国各地から中堅職員が参加」

日
本
病
院
会
・
病
院
経
営
の

貿
推
進
護
員
会

(宮
崎
瑞
穂
曇

員
長
)
は
、
次
世
代
を
担
う
中

堕
臓
員
の
育
成
を
目
的
と
す
る

病
院
中
堅
職
口
育
成
研
修
の
一

環
と
し
て
「
人

m・
労
務
管
理

コ
l
ス
」
を
4
月
日
・
凶
の
2

臼
閥
、
東
京
・
千
代
田
区
一
番

町
の
日
本
病
院
会
会
議
室
に
お

い
て
、
全
国
各
地
の
病
院
か
ら

多
数
の
中
堅
職
員
が
参
加
し
て

開
い
た
。
今
回
の
人
事
・
労
務
管
理
コ病院中堅職員育成研修の「人事・労務管理コース」の模織

ー
ス
は
、
「
病
院
の
人
司

・
労

務
岱
理
の
特
色
を
恕
解
し
実
務

に
役
立
つ
知
織
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の

習
得
を
図
る
と
と
も
に
、
法
規

に
沿
っ
た
基
本
的
な
労
務
管
理

の
知
織
か
ら
、
医
師
、
君
臨
制
師

を
始
め
と
す
る
専
門
臓
が
多

い
、
女
性
労
働
者
が
過
半
数
を

占
め
る
等
の
病
院
出
自
の
感
情

を
踏
ま
え
た
人
事
・
労
務
管
理

に
つ
い
て
習
得
す
る
」
な
ど
を

目
的
に
開
か
れ
た
も
の
。

A

「
問
は
相
馬
敏
克

・
い
わ
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
参
事
兼
業
務
推
進
部
長
の

「
病
院
の
組
織
と
人
事

・
労
務

管
理
」
お
よ
び
「
3
・
U
東
日

本
大
館
災
・
大
津
渡
被
害
へ
の

一
対
応
例
ら
病
院
の
使
命
、
労

務
管
理
、
危
機
管
理
等
の
側
面

か
ら
の
考
察
5
」
、
佐
合
茂
樹
・

木
沢
記
念
病
院
事
務
長
の
「
人

材
の
確
保
と
そ
の
留
怠
点
」
お

よ
び
「
人
取
労
務
制
度
」
、
渡

辺
明
良
・
盟
路
加
国
際
病
院
財

務
経
理
限
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
「
労

務
管
理
の
冨
点
ポ
イ
ン
ト
」
|

の

5
題
の
講
演
が
行
わ
れ

た。
特
に
、
相
馬
氏
は
3
月
日
日

日
本
病
院
会
は
、
平
成
お
年

度
病
院
長

・
幹
部
職
員
セ
ミ
ナ

ー
を
8
月
4
(木
)
3
5
(金
)

の
両
日
、
璽
京
・
千
代
田
区
平

河
町
の
ル

・
ポ
ー
ル
麹
町
で
開

儲
す
る
。
現
在
、
参
加
者
亭
受

付
け
て
い
る
。
開
催
概
要
は
次

の
と
お
り
。

【日
本
病
院
会
平
成
お
年
度
病

ー

8
月
4
H
1
5
日
、
東
京
で
|

院
長
・
幹
部
職
員
セ
ミ
ナ
ー
】

V
日
時

H
8月
4
円

(
木
)

問
時
5
げ
時

(
希
塑
者
に
よ
る

「
情
報
交
機
会
」
(
有
料
)
げ
時

応
分
3
)
、5
日
(
金

)
9時
3

ロ
時
初
分

V
会
場
H
ル
・
ポ
1
ル
麹
町

2
陪
ロ
イ
ヤ
ル
タ
リ
ス
タ
ル

(
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
2

4
0
3
)
 

V
定
員
H
3
0
0人

V
参
加
賀

A
言
2
万
5
千

円
、
非
会
只
3
万
円
(
共
に
事

前
に
鍾
込
む
)

V
申
込
締
切

H
7月
初
日

(
水
)
(
定
日
に
な
り
次
第
、
申

込
受
付
終
了
)

V
申
込
方
法

H
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
し
F
A
X
(
0

3
1
6
4
2
6
1
0
7
3
5
)
 

す
る
。V
問
合
せ

H
日
本
病
院
会
・

取
務
局
担
当
・
伊
東
、
大
内

(
伊
豆
島

-ZFO悶
2
5
7
0
8
-
z
-

胃・』司岡山

0
3
・
3
2
6
5
'

O
0
7
7
)
 

V
プ
ロ
グ
ラ
ム

H
8月
4
臼

総
会
の
案
内

一
般
社
団
法
人
移
行
な
ど

日
本
病
院
会
は
、
平
成
お
年

度
総
会
を
5
月間
μ
日
(
金
)
・
午

後
3
時
加
分
か
ら
東
京
・
港
区

虎
ノ
門
の
ホ
テ
ル
オ
l
ク
ラ
東

京
(
別
館
地
下
2
陪
「
ア
ス
コ

は
時
特
分
に
発
生
し
た
東
日
本

大
田
園
災
を
盛
岡
市
内
を
湿
原
長

と
君
纏
部
長
と
一
緒
に
↑
串
で
移

動
中
に
体
験
し
、
そ
の
後
の
同

セ
ン
タ
ー
の
対
応
を
次
の
よ
う

に
語
っ
た
。

奇
跡
的
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

一
報
が
携
稽
電
話
に
入
り
、
人

的

・
施
般
的
な
被
管
は
な
く
、

セ
ン
タ
ー
長
を
中
心
に
初
期
対

応
中
で
あ
る
と
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
理
事
長
が
帰
院
後

の
関
係
職
員
の
会
問
招
集
と
情

報
収
集
(
①
イ
ン
フ
ラ
、
ラ
イ

ア
ラ
イ
ン
の
確
認
自
家
発
沼

は
3
週
間
可
能
、
水
は

3
日
間

分
、
薬
品
・
食
料
は

3
週
間
、

状
町
田
把
鍾
は
ラ
ジ
オ
と
車
載
ワ

ン
レ
グ
テ
レ
ビ
の
み
、
②
間
四

(
木
)
①
「
奇
問
わ
れ
る
チ
ー

ム
医
療
.
そ
の
実
現
の
た
め
の

削
誼
と
工
さ
栗
原
正
紀

・
星

術
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

院
長
②
「
少
子
商
品
附
化
地
域
で

の
病
院
複
合
経
蛍
」
細
木
秀

曲目

・
特
定
医
療
法
人
仁
生
会
理

事
長
③
「
研
修
セ
ン
タ
ー
は
∞

(
無
限
)
の
可
能
性
を
支
援
す

る
」
清
水
質
子

・
聖
隷
浜
松
病

院
副
院
長
④
「
非
醤
利
組
織
の

危
機
と
そ
の
克
服
の
泊
3
立
命

館
の
改
革
で
感
じ
た
と
と
ら
」

川
本
八
郎
・
学
校
法
人
立
命
館

顧
問
⑤
「
情
報
受
換
会
」
(
希

望
者
の
み
。

1
万
可
取
前
申

込
必
要
)

8
月
5
日
(
金
)
①
「
来
期

が
ん
患
者
か
ら
見
た
H
安
心
し

ッ
ト
ホ

l
ル
」
)
で
開
催
す

る。
議
題
は
平
成
包
年
度
事
業
報

告
笛
(
案
)
と
収
支
決

mmu

(
案
)
の
京
総
に
関
す
る
件
を

者
、
織
員
の
不
安
へ
の
対
応
:

沿
岸
部
か
ら
の
患
者
が
家
族
と

の
迎
絡
が
と
れ
ず
不
安
を
募
ら

せ
て
い
る
。
沿
岸
部
出
身
職
民

日
人
の
実
家
・
家
族
等
の
状
視

が
分
か
ら
ず
不
安
)
が
で
き
た

た
め
、
初
期
対
応
が
う
ま
く
い

っ
た
乙
と
か
ら
、
今
後
の
当
セ

ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
使
命
と

し
て
①
被
災
地
域
の
リ
ハ
機
能

と
支
援
に
向
け
た
協
綴
:
・
4
度

に
わ
た
り
岩
手
以
下
の
陸
前
高

田
市
、
大
船
山
岨
市
、
釜
石
市
、

大
槌
町
、
山
出
町
申
告
市
の

行
政
機
関
、
保
鍵
附
、
病
院
、

避
難
所
等
を
訪
問
し
、
リ
ハ
ビ

リ
・
ニ

l
ズ
の
把
握
状
況
、
支

援
に
入
る
方
法
、
破
口
派
遣
に

必
要
な
単
仰
の
内
容
な
ど
を
協

て
死
ね
る
病
院
u

と
は
ワ
」
奥

野
修
司
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
)
②
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
活
力
あ
る
職
場

を
つ
く
る
た
め
に
も
病
院
に
お

け
る
人
事
制
度
・人
事
考
線
を

考
え
る
」
座
長
・
今
泉
暢
箆
忘
・

田
本
病
院
会
副
会
長
、
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
・・
「
相
湾
病
院
に
お
け

る
人
事
制
度
3
年
功
序
列
か
ら

職
能
等
級
制
度
へ

5
」
稲
津
孝

夫
・社
会
医
療
法
人
財
団
慈
泉

会
相
再
開
病
院
理
取
長
・
院
長
、

「
病
院
を
元
気
に
す
る
回
線
管

理
の
組
織
と
人
事
制
度
」
田
中

二
郎
・
飯
塚
病
院
院
長
、
「
国
立

病
院
機
摘
に
お
け
る
灘
績
評
価

と
問
題
点
」
巾
川
銭
信
・
国
立
病

院
機
構
香
川
小
児
病
院
院
昼

始
め
、
お
年
度
溜
栄
計
画
の

一

部
変
更
を
務
織
す
る
。
ま
た
、

懸
案
の
一
般
社
間
法
人
へ
の
移

行
に
闘
し
、
定
款
変
更
(
案
)

の
承
認
と
新
た
な
理
事
、
監
事

の
選
出
を
戸
付
、
つ
予
定
で
あ
る
。

す
で
に
開
儲
案
内
を
送
付
し

て
あ
る
が
、
欠
席
の
場
合
は
、

必
ず
賓
任
状
に
記
載
・
世
間
印
の

う
え
返
送
傾
い
た
い
。

柑
明
③
タ
ス
ク
フ
ォ

1
ス
会
織
の

綬
位
と
支
援
チ
l
ム
の
福
山
泊
・
.. 

4
月
1
日
か
ち
パ
イ
ロ
ッ
ト
デ

l
ム
4
人

(
P
T
、O
T
、M

sw、
辿
転
手
)
を
陸
前
高
田

市
に
派
遣
、
同
5
日
に
雫
石
町

内
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者
3

5
0名
の
支
揮
を
町
に
申
し
入

れ
た
後
、

7
円
か
ら
同
町
内
の

澄
駆
者
へ
の
支
援
を
、
作
業
療

法
士
、
む
縄
師
、
同
町
の
保
健

師
で
開
始
し
た
。

ま
た
、
今
後
も
被
災
者
の
支

盟
、
介
畑
山
予
防
、
地
境
リ
ハ
シ

ス
テ
ム
の
再
構
築
に
向
げ
た
長

期
の
支
援
に
取
り
組
む
予
定
で

あ
る
。な
お
、
今
後
の
「
病
院
中
堅

職
員
育
成
研
修
」
の
募
集
案
内

お
よ
び
申
込
は
「

gミ
¥
主
主

」

Z
1000ヨ
ヨ
日
¥」
の
w
e
b

サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
ま
で
。

診
療
情
報

管
理
士
通
信

教
育
を
担
当

し
て
い
る
日

本
病
院
会
通

信
教
育
線
で

は、

3
月
日

日
に
発
生
し

た
東
日
本
大

鍵
災
に
遭
わ

れ
、
棒
波
等

で
教
紺
を
消

失
し
た
通
信

教
育
の
受
講

生
に
対
し
、

教
材
を
販
売

し
て
い
る
側

日
本
病
院
共
済
会
、
側
じ
ほ
う

等
の
援
助

・
協
力
に
よ
り
、
教

材
を
無
償
提
供
す
る
と
と
に
な

り
、
消
失
し
た
受
満
生
に
対

し
、
日
病

・
通
信
数
育
恕
務
局

に
連
絡
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
。一方、

4
月

msmの
3
日

閣
に
わ
た
っ
て
、
診
療
情
報
告

理
士
通
信
教
育
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
東
京

・

港
区
三
田
の
笹
川
記
念
会
館
に

お
い
て
は
、
仙
台
市
で
予
定
さ

れ
て
い
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
受

舗
生
も
含
ま
れ
、
熱
心
に
聴
講

し
て
い
た
。

教材消失の受講生に無償提供を

診療情報通教.東日本大震災で

診療情報管理士通教の東京会場の模織

通信教育 Jll#lE..' 陳情報管理士通信教育 TEL03-5215-6647 病院経営管理士通信教育
lM側関士通信敏宵篇79期金(四棚、硝財団殿}I I I 病随曾管理士通信鯛第34圏全{回帰定)
:昭和 47 年開講.診績記録及び診疲情報の管底分析を行う専門騎---------~昭和 53年事務長葺成揖庵として開総し.平成 H年から広範囲な喰極に鉱大 ---，
!修了者は「診療情報管理士J認定鉱験を受験することができる.(凹病院団体協線平成21年より修71fは日本病院会認定の『病院経営管理士』として盤録
i会直ぴ医鞭研修推進財団治号認定病院の健全経営町一翼を担う人材を育成車車生も組織化し活動
・開講 7月 1日(申込締切5月 31日) e受講料 1年間 10万円 1 ・Ill!:陣 7月1日{申込締切5月31日 e受講料 1年間 48万円
.修業年限 2年{基礎課程 1年.専門疎程 l年) ・定員 1∞0名 i ・修業年限 2年 (前・後期分納)

・受講資絡 原則短大又は専門学校卒以上.但し病院鋤務者は高卒で可 ・受講資絡 病院長が適栴と認めた荷主は同等と認められる者.あるいは

なお.医師‘看護師.薬剤師は誕礎課程を免除 短大卒以上.但し病院動務r，.は高率で可.

2年間で48単位を修1!}..教科砂とリポート、スクーリング l ・履修nil< 39科目 49単位を修得.教科谷とリポート‘スクーリング
{前期・後期杏3日間}、試験夏・冬各5日間、東京).試験、卒業論文.

ehttp://www.jha・e.comJmcmml

TEL 03-3265-1281 

-履修方法

ehttp://www.jha.e.coml 


